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１ ． 研 究 の 背 景 と 目 的                                

（ １ ） 研 究 の 背 景  

現在 ，日 本 は個 々人 の多 様性 を理 解し ，

人権 を尊 重し よう とい う意 識の 高ま り と

少子 高齢 社会 とい う状 況の なか で， 共 生

の視 点が 一層 強く 求め られ てい る。 こ の

よ う な 社 会 的 背 景 の な か ， 筆 者 は 2012

年に 共生 ・人 の多 様性 を理 解す るた め の

『家 庭科 ユニ バー サル デザ イン（ 以 下 UD

と称 す） 学習 手引 書』 を開 発し ，実 践 的

研究 を進 めて きた 。  

本 UD 研 究 と同 時期 から ，筆 者 は東 日本

大震 災後 の福 島を 訪問 し， その 後の 震 災

に関 する 各種 情報 から ，避 難所 で発 生 し

た諸 問題 の根 底に 人々 の多 様性 の視 点 の

欠如 が窺 え，開発 し た UD 学 習 が減 災に つ

なが る可 能性 を感 取し た。  

日本 にお ける これ まで の防 災教 育は ，

家庭 科も 含め ，災 害発 生時 の自 他の 安 全

確保 が中 心で あり ，学 習対 象者 は自 然 災

害の 被害 者・ 受援 者の 立場 で学 習を す る

傾向 にあ る。 しか し， 人口 減少 社会 の な

かに ある 日本 にと って ，今 後は 「多 様 な

人々 」を 想像 でき る人 を育 て， その 若 者

が避 難所 設計 の主 体者 とな って 被災 者 支

援に 携わ る可 能性 も念 頭に おい た減 災 教

育が 求め られ ると 考え た。  

なお ，筆 者ら は，UD 視点 か ら減 災教 育

を「 共生・人の 多様 性を 理解 する こと で，

一人 ひと りの 生活 や職 務を 通じ て住 み よ

い街 や社 会を つく り， それ が結 果と し て

災害 を減 じる こと ，同 時に ，災 害時 に お

いて も特 別な 配慮 を必 要と する 人を 含 め

た一 人ひ とり が安 心し て生 活で きる 地 域

環境 をつ くる こと で二 次災 害を 減じ る こ

と」 と定 義し た。  

 

（ ２ ） 減 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 構 築  

プ ロ グ ラ ム の 構 築 に お い て は ， ① 生

徒・ 学生 の「 避難 所に 行け ば大 丈夫 」 と

いう 意識 を取 り払 う， ②多 様な 被災 者 の

ニー ズに 配慮 のあ る避 難所 に近 づけ る た

めの 具体 的な 対応 につ いて ，生 徒・ 学 生

に考 えさ せる ，③ 災害 状況 によ って は 行

政関 係者 も被 災者 にな る可 能性 があ り ，

避難 所運 営を 避難 者が 任さ れる 場合 が あ

るこ とを 理解 する ，の ３つ の視 点を 重 視

した 。こ れ らの 視点 と先 行研 究を 踏ま え，

共生 ・人 の多 様性 の視 点に 立っ た２ 時 間

の減 災教 育プ ログ ラム 案（ 以下 ，プ ロ グ

ラム 案と 称す ）を 立て た。  
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（ ３ ） 本 研 究 の 目 的  

本研 究は ，プ ログ ラム 案に よる 授業 分

析結 果， 家庭 科教 諭へ の聞 き取 り調 査 等

をも とに ，共 生・ 人の 多様 性の 視点 に 立

った 減災 教育 プロ グラ ムを 開発 する こ と

を目 的と する 。  

  

２ ． 修 正 減 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 構 築  

 本 プロ グラ ム案 を， 複数 校の 家庭 科 教

諭に 実践 依頼 し（ プレ 調査 ），その 授 業分

析結 果等 から 明ら かに なっ た課 題を プ ロ

グラ ム案 に反 映さ せた 。修 正減 災教 育 プ

ログ ラム（ 以下 ，修 正 プロ グラ ムと 称す ）

の内 容は ，次 の通 りで ある 。  

 

表 １  修 正 減 災 教 育 プ ロ グ ラ ム の 概 要  

 

３ ． 研 究 方 法  

（ １ ） 調 査 対 象 者 と 対 象 者 の 属 性  

調査 対象 者は ，香 川県 内の Ｅ高 等学 校

（以 下， Ｅ高 校と する ）の １年 生 119 名

（女子 62 名， 男子 57 名） と ，福 島県 内

のＦ 高等 学校 （以 下， Ｆ高 校と する ） の

３年生 134 名（ 女 子 81 名 ， 男子 53 名 ）

であ る。  

 

（ ２ ） 分 析 対 象 授 業 と そ の 分 析 方 法  

１ ） 対 象 校 で 実 践 さ れ た 授 業  

Ｅ高 校お よび Ｆ高 校の 家庭 科教 諭に は ， 

家庭 科 UD 学 習手 引書 によ る授 業を 実 施

し， 生徒 の共 生・ 人の 多様 性の 視点 を 育

てた 上で 修正 プロ グラ ム授 業を 実施 す る

よう 依頼 した 。  

２ ） プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 の 分 析 方 法  

まず ，２ 校 生徒の UD 授業 前の 生活 意識

を知 るた めに，「生 活意 識調 査」を行 っ た。

生活 意 識 30 項目 に つい て因 子分 析を 行

い， 潜在 因子 を抽 出し た（ 主因 子法 ， プ

ロマ ック ス回 転）。その 後 ，２校 間の 相違

を探 るた めに 因子 得点 の平 均値 の t 検定

を行 った 。  

分析 対象 とし た授 業は 修正 プロ グラ ム

２時 間目 の「 避難 所を 設計 して みよ う 」

であ る 。実施 時期 は２ 校と もに 2016 年 7

月で ある 。こ の分 析対 象授 業で 使用 し た

ワー クシ ート の「 １  避難 所 設 計を して み

て気 づい たこ と，考え たこ と」と「２  他

のグ ルー プの 発表 を聞 いて 気づ いた こ と ，

考え たこ と」 につ いて の生 徒の 記述 内 容

を分 析デ ータ とし た。 記述 内容 は， 類 似

した 回答 ごと に分 類し て整 理し ，数 量 的

把握 を行 った 。生 徒の 感想 や考 察に 複 数

の内 容が 記述 され てい るも のは ，そ れ ぞ

れを 分け てカ ウン トし た。  
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３ ） 記 述 デ ー タ の 分 類 方 法  

分析 対象 授業 の生 徒の 記述 内容 は， プ  

レ調 査に おけ る授 業分 析で 使用 した 項 目

を援 用し た。  

 

４ ． 結 果 と 考 察   

修 正 プ ロ グ ラ ム の 有 効 性 の 検 証  

（ １ ） ワ ー ク シ ー ト の 記 述 内 容  

２時 間の 修正 プロ グラ ムを Ｅ高 校， Ｆ

高校 で実 践し たと ころ ，両 校と もに 「 災

害時 にお いて ，特 別な ニー ズを 持つ 人 を

含め た一 人ひ とり が安 心し て生 活で き る

地域 環境 をつ くる こと で， 二次 災害 を 減

じる 」こ とに つい て理 解で きた こと が ，

感想 の自 由記 述か ら明 らか にな った 。 具

体的 には ，避 難所 生活 の実 態を 理解 し ，

万一 避難 所に 行く こと にな った 場合 に は

主体 的に 行動 した いと いう 記述 がみ ら れ

た。 また ，避 難所 設計 にお いて は避 難 所

に集 まる 多く の人 々の ニー ズを 考慮 し ，

心や から だの ケア の必 要性 ，ア クセ シ ビ

リテ ィ， 情報 の提 供・ 受容 の円 滑さ ， プ

ライ バシ ーに 配慮 した ，誰 もが 生活 し や

すい 避難 所が 考え られ た。  

 

（ ２ ） 生 活 意 識 調 査 結 果 と 記 述 内 容 の  

関 係  

UD 授業 前 に実 施し た，生活 意識 調査 結

果か ら抽 出さ れた ３因 子「 自尊 心」「 人間

関係」「 自 己向 上 」につ いて Ｆ高 校は プラ

スに 寄与 して いた が， Ｅ高 校は いず れ も

マイ ナス に寄 与し てい るこ とが わか っ た 。

しか し， この 結果 と感 想の 自由 記述 を 照

らし 合わ せる と，Ｅ 高校 の生 徒は UD 授 業

を通 して 育っ た共 生・ 人の 多様 性の 視 点

から 避難 所設 計が なさ れ， Ｆ高 校と 同 様

に避 難所 生活 の実 態を 理解 し， 万一 の 場

合に は自 分た ち若 者も 主体 的に 行動 す る

必要 性を 考え られ た。 また ，関 連死 の 実

態を 自分 にひ き寄 せて 捉え られ ，グ ル ー

プ内 で多 様な 発言 を聴 き， クラ ス全 体 で

多様 な考 えを 交流 する こと を通 して 学 び

が深 まっ てい るこ とが 明ら かに なっ て お

り，生活 意 識調 査後 の UD 授 業 と減 災授 業

を通 して 大き な変 化が あっ たこ とが 推 察

され た。 Ｅ高 校の 生徒 の生 活意 識は プ ラ

スに 育っ てい ると 考え る。  

一連 の学 習の 意義 とし て考 察さ れる の

は， 一つ は， 近年 の大 規模 な自 然災 害 に

よる 被害 状況 や今 後も 自然 災害 が発 生 す

る可 能性 を身 近に 捉え ，想 定外 は起 こ り

得る こと ，避 難所 へ行 けば 大丈 夫で は な

いこ とを 理解 した こと であ る。 二つ は ，

万一 自分 たち が避 難所 へ行 かな けれ ば な

らな くな った 時， 関連 死を 出さ ない 環 境

をつ くる こと の重 要性 や， 被災 状況 に よ

って は避 難者 が避 難所 設計 を行 う可 能 性

があ るこ と ，UD 視 点を もっ た自 分た ちに

は多 様な 人々 のニ ーズ に配 慮し た行 動 が

とれ る可 能性 があ るこ とに 気づ けた こ と

であ る。  

以上 のこ とか ら， ２時 間の 修正 減災 教

育プ ログ ラム につ いて ，一 定の 有効 性 が

確認 でき た。 ただ し， これ は前 時ま で に

家庭 科 UD 学 習手 引書 によ る授 業を 実 施

し， 生徒 の共 生・ 人の 多様 性の 視点 を 育

てた 上で の結 果で あり ，こ の２ つの 授 業

をセ ット で扱 うこ とに 意義 があ る。  

  

本研 究は ，2015 年 度一 般財 団法 人地 域

生活 研究 所の 助成 を受 けて の研 究で あ る 。 
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なお ，本 減災 教育 プロ グラ ムの 開発 に

あた り， ダイ バー シテ ィ研 究所 代表 理 事

であ り， 復興 庁復 興推 進参 与の 田村 太 郎

氏， およ び， 東京 消防 庁の 山下 敦氏 に ご

指導 ・ご 助言 をい ただ いた 。記 して 謝 意

を申 し上 げる 。  

 

 

 

 

 

 


